石狩市公立小中学校事務職員第１６回学校間連携会議
２０１０年１１月１９日　
於：石狩市庁舎４０３号会議室
１．議長挨拶
２．経過報告
９月１６日（木）
日刊連係会議第６４号（各種補助金調査について）
９月１７日（金）
研究グループ会議（石教研二次集会レポート原案検討）

９月２８日（火）
日刊連携会議第６５号(「運営の重点」について)
９月３０日（木）
「平成２３年度学校配分予算に関する要望」アップ
　　　１０月　８日（金）
日刊連係会議第６６号（各種補助金調査について　その２）




「補助金等調査」速報アップ（白書提言のページ）
３．協議題
（１）「教育財政に関する調査」報告について～別冊
　　　
（２）児童生徒名前印の私費負担解消にむけて～別紙１
（３）校務用ＰＣにかかわる要望について～口頭提案
４．連絡事項

＜別紙１＞児童生徒名前印の市費負担解消にむけて
１．児童生徒名前印調査　～
2009/11/11実施（日刊連携会議３３号）。

2009/11/19結果の公表（日刊連携会議３６号）
　　調査結果から

　　①学校徴収金で購入
１５校

　　②PTA会費で購入　
１校

③公費で購入　
２校

④小学校から引き継ぐ
　２校（現在３校）

⑤使っていない
１校

２．連携会議としてのとりくみ

　　　第６回連携会議（2009/12/11）「児童生徒名前印の保護者負担廃止に向けた具体的作業について」


３．今後に向けて

①現時点での状況を再度交流する。

②昨年のとりくみを参考に、職員会議や「学校評価」を利用して問題提起する。

③樽川中・南線小・紅南小・生振小のとりくみ報告。
１．経過


「日刊連携会議№33」で、児童生徒名前印の保護者負担軽減について課題提起を行いました。その中で①江別市協議会が保護者負担軽減に向けた学校徴収金の公費負担化の一環として、児童生徒の名前印代の削減に向けたとりくみを開始したこと、②石狩市においても財政グループ会議で同様の話題が出されていたこと、また、③石狩市内の状況について調査を行い、結果を公表したこと、などの状況となっています。江別市では、次回定例会で交流が行われるとのことですが、既に職員会議で提案され、公費化（又は一部公費化）の方針が決定された事例もあるとのことです。


一方、調査結果で「公費購入が市教委で認められなかった」との意見もありましたので、学校教育課に確認をしたところ、「補充など、少額で済む場合はよいが、何万円など多額になる場合は認められない」との見解（あくまで事務レベル）でした。事務局の、「とりわけ校務事務にしか使用しないものを保護者の負担にさせるのはいかがなものか」との指摘に対しては、「（その指摘は妥当性があるとしながらも）市費で多額の購入要求がある場合は、対費用効果に鑑み、ＰＣの活用など名前印を使わない対応を指導します。」との回答（あくまで事務レベル）でした。


以上の経過を踏まえ、


２．具体的とりくみ


（１）各学校で、事務職員から（又は事務職員が中心になって）名前印の私費負担廃止について提案（もしくは問題提起）する。


【提案もしくは問題提起の観点】


提案方法は、直接職員会議に提案する方法や、学校評価や年度末反省で提案する方法が考えられる。


名前印は校務にしか使用しないので、私費負担とする合理的理由がない。


市教委への照会では現状、「私費負担の合理的理由はないが、公費負担の場合でも対費用効果がどうであるか。名前印を使わない方向で事務改善を行うべきである。」との見解を持っているようである。


中学校においては、向こう６年は小学校からの引き継ぎで対応できる、との判断もある。


３．とりくむにあたっての観点


①必要に応じて、連携会議の調査結果を活用してください。


②事務職員だけで「できる・できない」を判断しないで、まずは担当者と相談するようにしましょう。


③「できない」雰囲気が強い場合でも、まずは他校と相談して情報を集めましょう。


④「どうしてもできない」場合は、その理由を後ほど交流したいと思います。





（２）「白書と提言」で問題提起する。


名前印は、校務でしか使用しないことから、保護者負担にはなじまないとの観点で、提言に盛り込む。














